
紫

波

町

史

編

纂

委

員
会

編

第

二

巻

紫
　

波
　

町
　

発
　

行





新山展望台から紫波町を望む



紫
波
町
名
誉
町
民

の
　
　
む
ら
　

こ
　

ど
う

野

村

胡

堂

捕
物
小
説
と
し
て
は
本
邦
随
一
と
い
わ
れ
る
「
銭
形
平
次
捕
物

帖
」
や
「
池
田
大
助
捕
物
帖
」
の
作
家
と
し
て
有
名
な
野
村
胡
堂

本
名
長
一
氏
は
、
明
治
1
5
年
1
0
月
1
5
日
、
町
内
大
巻
で
生
ま

れ
た
。
作
家
と
し
て
の
ほ
か
に
音
楽
評
論
家
「
あ
ら
え
び
す
」
の

名
で
も
有
名
。

昭
和
3
3年
菊
池
寛
賞
受
賞
、
3
4年
1
2月
2
2日
名
誉
町
民
に
推
挙
、

3
5年
に
は
紫
授
褒
章
を
受
け
た
。
ま
た
、
野
村
学
芸
財
団
の
設
立
、

町
に
胡
堂
文
庫
を
寄
贈
す
る
な
ど
町
内
外
の
文
化
興
隆
に
も
寄
与

し
て
い
る
。

昭
和
3
8年
４
月
、
8
0歳
で
死
去
。
同
年
従
四
位
勲
三
等
に
叙
せ

ら
れ
た
。

村
谷
永
一
郎
氏
は
、
紫
波
町
誕
生
と
同
時
に
初
代
町
長
に
就
任

し
、
亡
く
な
る
昭
和
4
4年
1
2月
ま
で
４
期
1
4年
８
ヵ
月
間
に
わ
た

っ
て
町
政
を
担
っ
た
。
町
内
上
平
沢
出
身
。

昭
和
3
0年
５
月
５
日
の
初
代
町
長
選
に
当
選
、
１
町
８
力
村
が

合
併
し
た
後
の
困
難
な
問
題
に
取
り
組
み
、
現
在
の
紫
波
町
の
礎

と
な
る
農
林
業
の
振
興
、
教
育
の
振
興
、
道
路
網
の
整
備
な
ど
に

心
魂
を
傾
け
、
住
民
の
福
祉
向
上
を
は
か
っ
だ
。

昭
和
4
4年
1
2月
、
6
0歳
で
死
去
。
4
5年
１
月
1
0日
、
従
六
位
勲

五
等
瑞
宝
章
に
叙
せ
ら
れ
、
同
年
３
月
1
7日
に
名
誉
町
民
に
推
挙

さ
れ
た
。

む
ら
た
に

え
い
い
ち

ろ
う

村

谷

永

一

郎



す

か
わ

ち
ょ
う

の
　
す
け

須

川

長

之

助

「
チ
ョ
ウ
ノ
ス
ケ
ソ
ウ
」
の
発
見
で
有
名
な
植
物
収
集
家
須
川

長
之
助
氏
は
、
町
内
下
松
本
出
身
。

天

保
1
3年
に
出
生
。
函
館
へ
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る
と
き
、
植

物
学
者
と
し
て
世
界
的
に
有
名
な
ロ
シ
ア
の
マ
キ
シ
モ
ウ
ィ

。
チ

博
士
と
知
り
合
い
、
博
士
の
依
頼
で
日
本
全
国
を
踏
査
し
た
。
博

士
の
名
付
け
た
3
8
0
種
の
植
物
の
学
名
の
ほ
と
ん
ど
は
、
長
之
助
の

収
集
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
後
年
、
長
之
助
の
功
に
報
い

て
1
2種
類
の
植
物
に
彼
の
名
を
と
っ
て
命
名
さ
れ
た
。

大
正
1
4年
、
8
4歳
で
死
去
。
昭
和
5
3年
３
月
９
日
、
名
誉
町
民

に
推
挙
さ
れ
た
。

は
し
　
も
と
　

ぜ
ん
　

た

橋

本

善

太

昭
和
初
期
、
畜
産
界
で
は
「
鶏
卵
オ
リ
ン
ピ

。
ク
」
が
行
わ
れ

て
い
た
。
こ
れ
は
、
毎
日
確
実
に
産
卵
す
る
鶏
を
育
て
よ
う
と
い

う
も
の
。

明
治
2
5年
、
町
内
日
詰
に
生
ま
れ
た
橋
本
善
太
氏
は
、
世
界
に

先
が
け
て
こ
の
偉
業
を
達
成
、
と
き
に
昭
和
1
4年
で
あ
っ
た
。

こ
の
鶏
は
、
当
時
の
岩
手
県
知
事
国
分
謙
吉
氏
か
ら
、
彼
の
名

前
に
ち
な
ん
で
「
ゼ
ン
タ
ー
ク
ス
」
と
命
名
さ
れ
た
。

昭
和
3
1年
、
6
0歳
で
死
去
。
従
六
位
勲
六
等
瑞
宝
章
に
叙
せ
ら

ら
れ
る
。
5
3年
３
月
９
日
、
名
誉
町
民
に
推
挙
さ
れ
た
。



た
つ
み
　
　
　

せ
い
　
　
　
　
か

巽
　

聖
　

歌

児
童
文
学
者
で
あ
り
、
歌
人
の
巽
聖
歌
（
本
名
野
村
七
蔵
）
氏

は
、
明
治
3
8年
、
町
内
日
詰
に
出
生
。
雑
誌
「
赤
い
鳥
」
に
投
稿

し
て
い
る
う
ち
に
北
原
白
秋
に
認
め
ら
れ
、
彼
の
門
下
に
入
り
、

白
秋
高
弟
の
一
人
に
数
え
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
「
水
口
」
「
野
ぜ
り
」
「
子
き
ぎ
す
」
な
ど
多
数
の

児
童
文
学
を
発
表
す
る
か
た
わ
ら
、
短
歌
、
少
年
詩
の
道
を
歩
み
、

児
童
文
化
賞
や
毎
日
出
版
文
化
賞
な
ど
を
受
賞

。
ほ
か
に
、
町
内

小
中
学
校
の
校
歌
も
作
詞
し
て
い
る
。

昭
和
4
8年
４
月
、
6
9歳
で
死
去
。
5
3年
３
月
９
日
、
名
誉
町
民

に
推
挙
さ
れ
た
。



発

刊

の

こ

と

ば

「
わ
た
く
し
た
ち
の
紫
波
町
は
、
北
上
川
の
ゆ
た
か
な
流
れ
に
恵
ま
れ
た
自
然
の
風
土
と
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
発
展

し
て
き
ま
し
た
。」

こ
の
一
文
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
制
定
し
た
『
紫
波
町
民
憲
章
』
の
前
文
の
一
節
で
あ
り
ま
す
。

紫
波
町
は
、
こ
の
よ
う
に
有
史
以
来
か
ら
、
北
上
川
の
ゆ
た
か
な
流
れ
と
肥
沃
な
土
壌
に
恵
ま
れ
、
さ
ら
に
先
人
の
不
断
の
努
力
が

重
ね
ら
れ
、
発
展
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
古
い
時
代
か
ら
開
発
さ
れ
た
歴
史
を
証
拠
づ
け
る
、
幾
多
の
資
料
や
遺
跡
が
各
地
域
に
包
蔵
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
貴
重
な
こ
れ
ら
の
も
の
が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
次
第
に
散
逸
し
埋
没
す
る
傾
向
か
著
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

紫
波
町
の
歴
史
と
先
人
の
遺
産
を
明
確
に
し
、
こ
れ
を
永
く
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
昭
和
三
十
五
年
紫
波
町
史
編
さ
ん
事
業
を
計
画

し
、
こ
れ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
四
十
七
年
三
月
に
は
、
有
史
か
ら
近
世
ま
で
を
記
述
し
た
第
一
巻

を
刊
行
、
さ
ら
に
そ
の
後
雌
伏
十
有
余
年
に
し
て
、
今
ま
た
、
近
代
・
現
代
を
内
容
と
し
た
第
二
巻
の
発
刊
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
り
ま
す
。

今
さ
ら
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
私
た
ち
の
紫
波
町
は
岩
手
県
の
中
央
部
に
位
置
し
て
い
る
と
は
い
え
、
悠
久
な
歴
史
の
上
で

は
、
奥
羽
の
辺
境
史
と
し
て
、
国
史
の
一
端
を
彩
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
人
の
血
の
に
じ

む
努
力
と
英
知
に
よ
っ
て
開
発
発
展
が
な
さ
れ
て
き
た
事
実
に
直
面
し
た
と
き
　
ま
さ
に
私
た
ち
は
　
時
代
を
超
え
て
共
感
を
お
ぼ
　
Ｉ



え
、
今
後
の
町
勢
発
展
に
資
す
る
も
の
が
あ
る
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
本
書

の
精
読
を
契
機
に
、
先
人

の
血
を
現
代
　

２

に

蘇

ら
せ
、
今
後
に
む
か
っ
て

さ
ら

に
隆
盛
発
展
の
あ
ら
ん
こ
と
を
心
か
ら
念
願
し
て

い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

終
り
に
あ
た
っ
て
、
第
一
巻
の
執
筆

を
担
当
し
、
本
書
の
執
筆
半

ば
で

ご
他
界

さ
れ
た
故
佐
藤
正
雄
氏
の
ご
冥
福

を
お
祈
り

い
た
す

と
と
も
に
、
そ

の
後
、
分
担
し
て
執
筆
校
正
下

さ
い
ま
し
た
緇

さ
ん
委
員
各
位
の

ご
尽
力

と
、
最
新
の
技
術
で
速
や

か
に
印
刷
製
本
に

あ
た
ら
れ
た
株
式
会
社
熊
谷
印
刷
の
ご
努
力

に
対

し
、
深
甚
な

る
感
謝
を
申
し
上
げ
第
二
巻
発
刊

の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

紫
波
町
長
　
　
福
　

田
　

喜

一

郎



編
さ
ん
刊
行
に
あ
た
っ
て

紫
波
町

史
第
二
巻
を
皆

様
に
お
届
け
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

第
一
巻
刊

行
か
ら
十

か
年
余
の
歳
月
を
費
や
し
、
発
行

の
お
く
れ
た
こ
と
を
お
訃
び
致
し
ま
す
。
こ
れ
は
第
一
巻
刊
行
に
引

続
き
、

佐
藤
正
雄
先
生
を
中

心
に
鋭
意
努
力
を
傾
け
て
編
集

に
当

っ
た
の
で
す
が
、
執
筆
担
当
の
佐
藤
先

生
の
ご
病
気

ご
他
界

を
は
じ

め
、
委

員
及
び
協
力

の
方
が
た
の
物
故

に
逢
い
、
一
時
途
方

に
暮
れ

た
次
第
で
し
た
が
、
委
員
一
同

仕
事
を
分
担

し
て
こ
れ
に
当
る
こ
と
と

し
、

新
た
に
工
藤
隼
人
先
生

を
委
員

に
迎
え
、
原

稿
の
整
理
と
執
筆

に
尽
力
を
仰
ぎ
、
よ
う
や
く
第
二
巻
刊
行

に
こ
ぎ
っ
け
た
わ
け
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

第
一
巻

は
古
代

か
ら
近
世
ま
で
の
記

述
で
す
が
、
第
二
巻

は
近
代
・
現
代
で
あ
り
、
項
目

に
ょ

っ
て

は
昭
和
五
十
四

、
五
年
頃

ま
で

記

し
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
資
料

も
比
較
的
容
易

に
入
手
出
来
た
と
考
え

ら
れ
が
ち
で
す
が
、
決
し
て
そ
う
で

は
な
く

地
誌
的
な
も
の
ゆ
え
、

か
え

っ
て
散
逸

滅
失

も
多
く
、
委
員
の
方
が
た
の
苦
心
は
大
変
で
あ

っ
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
町
内

の
資
料

を
完
全
に
利
用
出
来

た
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
発
見
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
と
存
じ

ま
す
が
、
こ

れ
は
後
顧

に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し

ま
す

。

ま
た
分

担
執
筆
の

た
め
、
文
体
文

脈
の
一
貫
性
が
薄
れ
、
あ
る
い
は
新
旧
か
た
づ
か
い
な
ど
校
正

の
届

か
な
か
っ
た
点

も
あ

る
と
思

い
ま
す
が
お
許
し
願
い
ま
す

。

最
後

に
委
員
各
位
は
勿
論
、
ど

協
力
下

さ
れ
た
方
が
た
に
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ

る
と
同
時

に
、
終
始
編
集
事
務
の
推
進

に
取
り
組



ん
で
下

さ
れ
た
教
育
委
員
会
職
員
各
位
の
労
を
多

と
し
衷

心
か
ら
謝
意
を
表
し
て
、
発
刊

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
皀
す
。

委
員
長
　
瀬
　
川
　
岩
　
雄

４

紫
波
町
史
編
さ
ん
委
員
会



凡

例

二

本
史
の
掲
載
年
代

は
、
明
治
維
新
（

一
八
六
七
年
）
以
降

の
近
代

・
現
代
緇
と
し

た
。

二
、
記
述
の
構

成
に
つ
い
て

は
、
八
つ
の
部
門
を
設
定

し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
部
門

ご
と
に
、
年
代
を
追
っ
て

各
論
的

に
展
開
す

る
方
式
を

採
用
し

た
。

三
、
特
殊
な
用

語
や
常
用
漢
字
以
外
の
漢
字
に
は
、
つ
と
め
て
ふ
り
が
な
を
付
し

た
が
、
二
度
目
以
降

に
お
い
て

は
省
略

を
し

た
も
の

も
多
い

。

ま
た
、
表
記
に
つ
い
て
は
「
文
部
省
国
語
審
議
会
」
に
よ
る
表
記
法
を
基
本
に
し
た
。

四

、
年
代
告

示
は
日
本
年
号

に
よ
り
、
モ
Ｏ
下

に
（
　

）
を
付
し
て
西
暦

紀
元
年
号

を
併
記
す

る
こ
と
に
し
た
。

五

、
引
用
し
巡

書
名
は
文
中

で
は
『
　
』
で

、
文

は
「
　

」
で
、
く
く

っ
て
表
示

し
た
。

ま
亢

引
用
書
名
等
を
「

参
考
資
料
」

と
し
て

、
末
尾

に
付
記
し
た

。

六

、
度
量
衡
の
単
位
は
、
そ
の
時
代

の
慣
行

を
本
位
と
し
な
が
ら
も
、
一
部
は

メ
ー
ト
ル
法

に
換
算
し
て
表
記
し
た
。

七

、
本
史

の
執
筆

は
、
故
佐
藤
正

雄
を
含
む
町
史
編

さ
ん
委
員
全
員
が
分
割
し
て
担
当
し
た
。

５
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行
政
展
開
の
実
際

例

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一（

七

第
四
　

町
村
合
併
の
促
進

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
八
二

Ｉ
、
町
村
合
併
促
進
法
の
制

定

二
、
県
段
階
に

お
け
る
促
進
措
置

三

、
一
町

八
か
村
の
合
併
促
進

第

三

節
　

紫

波

町

時

代
（
創

始

期

）
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一
一
一
五

δ

第
二
　

自
治
機
構

の
変
遷

二
二
七

一

、
議
会

二
、
町
長
と
補
助
機
関

三

、
教
育
言

貝
会

第

三

章
　

社

会

構

造

の

変

遷

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一
一（
一一一

第
一
節
　

農
地
の
変
遷

二

六
三

第

一
　

太
平

洋

戦

争
終

戦

ま
で

の
土

地
制

度

…

…

…

…

…
一
一
Ｉ（

Ｉ一
一

一

、

明

治
以

前

の
土

地
制

度

二

、
明

治

期

の

土

地

制

度
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い

参

ｓ
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ｓ
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・
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い

ゆ
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ｓ
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ｅ

ｓ

ｓ

ｅ

ｅ

ｇ

ｅ

ａ

ｅ

ｓ

ｇ

ｓ

ゆ

ｑ

ｓ

ｓ

睾

ｓ

第

一
　
紫
波
町
の
発
足

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一
一
一
五



三

、

明

治

期

の

小
作

料
　

四

、

明

治

期

の

農

業

政

策

五

、

激

動

期

の

土

地

制

度
　

六

、

地

主

階

層

の

状

況

七

、

農

地
改

革

へ

の
動

き

八

、

終

戦

前

の

自

作

農

創

設

維

持

と

農

地

調

整

法

の

施

行
　

九

、

小

作

料

統

制

令
、
臨

時

農

地
価

格
統

制

令

、

臨

時

農

地

等
管

理

令

第

二
　

太

平

洋

戦

争
終

戦

後

の
農

地
制

度

…

…

…

…
…

…
一
一
九

三

一

、

第

一

次

長

地

改
革
　

二

、

戦
後

の

農

民
運

動

三

、

地

主

小

作

人

等

の

動

き
　

四

、

小
作

調

停

の

増
加

第

三
　

第

二

次

農

地

改

革

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
一
一一
〇

九

一
、

第

二

次

長

地
改

革

の
発

足

二

、
第

一
次

農

地
改

革

と

の
相

違

第
四
　

農

地

の
買

収

と

売
渡

…

…

…
…

…

…

…

…
…

…

…
一一
一
一
一一
一

一

、

農

地

そ

の
他

の
買

収
　

二

、

売

渡

三

、

農

地

改

革

指

定

村
　

四

、

農

地

解

放

地

主
連

盟

第

五
　

農

地

改

革

後

の

農

地

の

動

き

…

…

…

…

…
…

…

…
一一
一
一一
一
一
一

一
、

田

の
動

き
　

二

、

畑

の

動

き

第

六
　
農
業
委
員
会
の
発
足

第
二
節
　

治
　

安

第
一
　
警

察

一

、
藩
政
時
代
の
治
安
　

二
、
明
治
期
の
警
察

三

、
大
正
期

の
警
察
　

四
、
昭
和
期
め
警
察

三

三
七

三
四
三

三
四
三

第

二
　

交

通
安
全

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一一一
丿（

九

一
、
交
通

安
全
協
会
　

二

、
交

通
安
全
母

の
会

Ｚ

一
、
日
詰

地
区

防
犯

協
会
の
活
動

第
三
節
　

消
　

防

一
、
明
治
・
大
正
期
の
消
防
器
材

二
、
昭
和
初
期
の
消
防
組
　
三

、
消
防
組
警
防
団

四
、
紫
波
町
消
防
団
の
概
要
　

五
、
組
織

の
変
遷

第
四
節
　

厚
　

生

一

ｑ

ａ

ｓ

ｓ

Ｉ

ｓ

い
三
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五
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ｓ
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ｓ

ａ

ａ

ｓ

ｓ

い

ｓ

ｓ

ｓ

三

九
〇

第

一
　
医
療
機
関

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一一一
九
〇

第
二て

明
治

・
大
正
期

の
医

師

二

、
昭
和
期
の
医

師

第
三
　

直
営

診
療

所

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
一一一
九
九

第
四
　

病

院

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
〇

五

一
、
私
立
病
院
の
開
設

二
、
紫
波
地
域
に
お
け
る
公

的
病
院

第

四

章
　

産

業

経

済

…
…
…
…
…
…
…
≒
・‐
＝・
＝
べ
…
…
…
…
四
一
三

第
一
節
　

団
　

体

四
一
三

第

一
　

農

業

協

同

組

合

了
９
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ｇ
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ｓ
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ｇ
ｓ
四

一
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ｓ
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ｅ
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ｓ
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ｓ
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ｓ

ｓ
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ｅ

口
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ｓ
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９
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幽
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業
医

…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
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…
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防
犯

協
会

…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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七
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て

農

会

の

誕

生

二

、

農

会

の

活

動

三

、

産

業

組

合

四

、

農

業

恐

慌

と

戦

時

統

制

経

済

の

時

代

五

、

．
農

業

会

六

、

農

業

協

同

組

合

の

設

立

と

再

建

整

備

七

、

農

協

合

併
　

八

事

業

の

概

況

第

二
　

農

業

共

済

団

体

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

四

五

六

一

、

家

畜

保

険

制

度
　

二

、

農

業

保

険

法

の

時

代

三

、

農

業

災

害

補

償

制

度

第

三
　

土

地

改

良

団

体

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

四

七

〇

一

、

山

王

海

土

地

改

良

区

二

、

紫

波

東

部

土

地

改

良

区

三

、

應

妻

穴

堰

土

地

改

良

区

第
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森

林
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合
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ｓ
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ｓ

や
Ｉａ

４
・
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一
ｓ
ａ
ｇ
ｅ

あ
Ｉ
ｓ
ａ
四

九

〇

一

、

志

和

村

森

林

保

護

組

合

二

、

紫

波

郡

東

部

地

域

の

概

要

三

、

紫

波

郡

西

部

地

域

の

概

要

四

、

森

林

組

合

広

域

合

併

第
二
節

農
　
業

第

一一

稲
　

作

育
苗
と
田
植
　
二

、
農
業
災
害

三

、
農
業
経
営
と
農
家
生
活

の
変
遷

第
二
　

畜

産

・：
：

…

…

……

五

二

一

五
一
四

五
五
八

一
第
三

馬

二
、
牛
　
三

、
鶏
　
四
、
中
小
家
畜

養
　
蚕

五
七
六

第

三

節
　

商

工

業

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
七
九

第
一
　

明
治
以
降
の
変
遷

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
七
九

一
、
市
日
　

二
、
小
売
業

三

、
市
街
地
と
宿
駅

の
等
級

四

、
紫
波
郡
勧
業
会
の
設
立
と
県
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品

五

、
日
詰
商
業
組
合

の
設
置
　

六
、
商
業
会
社
の
出
現

七
、
明
治
後
期

の
日
詰
町

の
商
工
業

八
、
工

場
の
登
録
　

九
、
昭
和
戦
中
時
代

十

、
紫
波
町

合
併
以
後

第
二
　

商
工
会

等
の
設
立

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一（
○

七

一
、
紫

波
町
商
工
会
　

二
、
日
詰
商
店
会

三

、
志
和
サ
ー
ビ
ス
店
会

四
、
協
同
組
合
「

紫
波
優
良
店
会
」

第
三
　

誘
致
企
業

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一（

一
一一一

第
四
節
　
林
　
業

六
一
五

第
一
　

地
域
の
山
林
概
況

…
…
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…
…
…
…
…
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…
…
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Ｉ
五

一
、
自
然
条
件
　

二
、
明
治
以
降
の
林
野
行
政
基
調

第
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造
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造
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補
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請
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二

、
公
有
林
林
野
造
林
事
業
奨
励

三

、
特
用
樹

の
造
林
　

四
、
学
校
林

五

、
造
林
面
積
の
推
移

第
三
　

用
　

材

第
四
　

木

第
五

六
三
〇

第
八
節
　

金
　

融

第
一
　
銀

行

…
…
…

六
九
九

六
九
九

一
、
第
一
国
立
銀
行
の
成
立

二
、
第
七
十
七
国
立
銀
行
盛
岡
支
店
郡
山
出
張
所

三
、
盛
岡
銀
行
日
詰
支
店
と
志
和
出
張
所

四
、
岩
手
銀
行
日
詰
支
店

五
、
岩
手
殖
産
銀
行
日
詰
支
店

六
、
東
北
銀
行
紫
波
支
店

第
二
　
農
業
協
同
組
合
関
連
金
融
機
関

…
…
…
…
…
…
…
七
〇
四

一
、
県
信
連
紫
波
支
所

二
、
紫
波
町
農
業
協
同
組
合

三
、
志
和
農
業
協
同
組
合

第
三
　
盛
岡
信
用
金
庫
紫
波
支
店

…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
一
〇

第
四

無

尽

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

匸
一

て

旧
制
無
尽
金
融
　
二
、
会
社
無
尽
金
融

第
五

第

一

夕

第
六
　
林
野

整
備

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
エ（

Ｉ一一
九

一
、
公

有
林
野
の
整
備

二

、
官
有
林
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